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１． ICD-11の和訳について（これまでの経緯及び確定方法）
（１）これまでの経緯及び確定方法

・令和４年６月開催の第９回ICD部会において、ICD-11やICD-11を基に改正される統計基準の普及や運用に資するため、 Foundation内に収載される多くの用語など、

統計基準には含まれない用語についても、基本的に和訳作業を行い、広く利用が可能な形での公表を行う方針となった。

・令和６年９月開催の第11回ICD部会において、ICD-11の和訳範囲と和訳の確定方法について、以下のとおり決定した。

（１）和訳範囲：「疾病、傷害及び死因の統計分類」 の変更までに必要な項目（下記参照）についての和訳作業を優先的に行う。

① All Index Terms（2023年１月公表版） ② Coding Note（2023年１月公表版） ③ ICD-11 Reference Guide（2023年２月公表版）

④ ウェブサイトの利用に必要な情報（インターフェイス、User Guide 等）

（２）和訳の確定方法：告示されることとなる分類の表記に用いる用語（代表語）以外の今後の告示までに必要な項目（上記（１））については、 ICD専門

委員会において作成手順の決定及び具体的な作業を行うこととし、結果についてはICD部会に報告する。

・代表語については、令和６年７月ICD専門委員会及び同年9月ICD部会での審議にて決定をし、それ以外の用語は学会照会を行いながら、和訳作業を進めてきた。
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１． ICD-11の和訳について

（２）和訳案

「疾病、傷害及び死因の統計分類」の変更までに必要な項目

① All Index Terms（2023年１月公表版）（第１章～25章）

② Coding Note（2023年１月公表版）（約800項目）

③ ICD-11 Reference Guide（2023年２月公表版）

④ ウェブサイトの利用に必要な情報（インターフェイス、User Guide 等）
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（３）今後の和訳作業

All Index Terms（2023年１月公表版）（第26・V・X章）についても、既に代表語はICD委員会で確定させている

ことから和訳作業を進めていくとともに、V章についてはICF専門委員会に一任してはどうか。

今回ご審議いただく点



（参考） １．（２）①～④について

ICD-11の分類の表記に用いる用語

①索引語（現行の「索引表」収載用語）にあたる用語

②傷病符号付け（コーディング）のための備考

④インターフェイス

疾病等の説明文（必ずしも日本国内の定義等とは一致しない）

出典：International Classification of Diseases, Eleventh Revision (ICD-11), World Health Organization (WHO) 2019/2021 
https://icd.who.int/browse11. Licensed under Creative Commons Attribution-NoDerivatives 3.0 IGO licence (CC BY-ND 3.0 IGO). 3



③レファレンスガイド（現行の「総論」に相当するコーディングのためのルールブック）

出典：International Classification of Diseases, Eleventh Revision (ICD-11), World Health Organization (WHO) 2019/2021 
https://icd.who.int/browse11. Licensed under Creative Commons Attribution-NoDerivatives 3.0 IGO licence (CC BY-ND 3.0 IGO). 4



④ユーザーガイド（WHOのウェブサイトの使い方を示したページ）

出典：International Classification of Diseases, Eleventh Revision (ICD-11), World Health Organization (WHO) 2019/2021 
https://icd.who.int/browse11. Licensed under Creative Commons Attribution-NoDerivatives 3.0 IGO licence (CC BY-ND 3.0 IGO). 5


